
平成26年第4回理事会会議録 

 

1. 開催日時 2014年12月13日（土）18時30～19時00分 

2. 開催場所 藤沢市民会館3階 第3会議室 

3. 出席者   広瀬 齋藤 青木 吉田 木全 田中 平野 藤井 千葉 横井 指簱 鈴木 堀内 高橋  

戸上 山崎 増本 岩見 手塚 荻原 

20名（順不同、敬称略） 

4. 配布資料 

①平成26年度第4回理事会次第 

②平成26年度第3回理事会会議録 

③平成26年度事業報告・事業予定について 

競技部、行事部、指導部、総務部 

④藤沢市テニス協会新規加盟登録申請書 (F-Plus) 

⑤平成27年度藤沢市テニス協会事業予定表 (案) 

⑥平成27年度藤沢市テニス協会カレンダー（案） 

5. 議事等 

 

進行（青木副会長） 

理事総数67名の内、出席19名、委任状35名、合計54名で過半数以上の定数に達し、成立を確認。(1名遅れての

参加) 

１． 挨拶（広瀬会長） 

『本日は土曜にもかかわらず御集まり頂き誠にありがとうございます。 

本年の事業もチャンピオンリーグを残しすべて順調進んでおります。 

また、2年前に会長を仰せつかってから3点の改革を進めてきました。 

1点目として、協会の運営指針を決定し、HPにも掲載をしております。 

2点目として、部会制を敷き、各事業について見直しを進めてきております。 

最後に3点目として、会議のスケジュール会議録やスケジュールをHPに掲載に、情報の共有と透明性の確保を進

めてきております。 

この後、27年度の事業予定についてみなさんと話をすることになると思いますが、来年の目玉として藤沢市で初

めてJOP大会の開催を予定しております。こちらもぜひ皆さんのご協力をいただければと考えておりますので今

後とも宜しくお願い致します。』 

 

２． 議題 

(1)報告について 

・前回理事会会議録報告 

齋藤理事長より、平成26年度第3回理事会にて使用する配布資料の確認。 

第3回理事会議事録の確認 (HPに掲載済み) 

 

・ 各部会からの事業報告 

 

配布資料④平成26年度事業報告・事業予定について、競技部、行事部、指導部、総務部の各部会長より順に報告。 



＜競技部＞横井氏 

配布資料を基に項目（1）～（7）については前回報告。項目（8）チャンピオンリーグを期日どおり開催中。 

参加数98チームで結果はHPに掲載している。すでに各部の優勝チームは確定しているので、速報として報告。 

男子1部FKC B 男子2部MMT 男子3部OAS A 男子4部アズビルD 男子5部日本精工D 男子6部FCT A 男子7部STELS A 

男子8部OAS B 女子1部MMT A 女子2部FKC A 女子3部セルダム 女子4部A 遠藤TC 女子4部B 武田薬品 

＜行事部＞吉田氏 

配布資料を基に項目（1）～（6）については前回報告。（7）クラブ対抗戦を10月12日、13日で実施。A大会は3

チームが参加して湘南ハンドレッドが優勝。B大会は5チームが参加してイザワテニスガーデンが優勝。 

＜指導部＞平野氏 

配布資料を基に項目（1）～（11）については前回報告。（12）～（17）まで説明。（12）～(16)までは無事に

すべて完了した。(17)の藤沢市民受講生大会は、初めての試みだったが雨天のため中止となりました。 

＜総務部＞指簱氏 

配布資料を基に説明。 

(10)について先月末で締め切りとなっていたが2チームほど継続申請を完了しておらず、該当団体へは本日理事

会をもって最終締め切りとする旨を通達済み。 

(11)について本日来年のスケジュールが承認されるのをもって手続きを実施する。 

また、平成27年2月に予定されている総会、テニス人の集いについて会場確保を推進中。 

継続登録された団体については、平成27年初頭に協会費支払いについての案内をメールで送付する予定。 

＜各報告を踏まえ全体を通しての質問＞ 

特になし 

 

(2) 新規加盟申請および退会届について 指簱氏 

10月13日付けでF-Plusより新規加盟申請書を受理し第7回の常任理事会で不備の指摘があり、修正の後、本日の

常任理事会にてサークルとしての要件の満たしていることを確認しました。 

会則第21条 新規加盟団体については常任理事会で審議の上、理事会で承認する。に基づき、理事会で全会一致

の上承認された。来年から加盟していただくとうことで、団体代表へ連絡をする。 

また、団体継続登録の案内を11月に出したところ、御所見ロイヤルテニスクラブと公立共済組合藤沢支部より退

会の申し出がありましたので、御報告とさせていただきます。 

 

(3) サークル構成員(在住1/2以上)規定の猶予期限について 指簱氏 

 2年前に、団体区分を見直した際に、サークルについては構成員の半分は在住/在学/在勤/在クラブであること

としたが、3年の猶予期間も合わせて設定していた。その猶予期間が来年末で終了することに伴い、来年11月の

平成28年度継続申請時、サークル団体は、構成員の半分が1/2であることが必須となりますので、サークル団体

はお気をつけお願いします。 

また、現在協議中ではあるが名簿について、従来は継続申請時1度のみの提出としていたのを変更時に変更届け

を受けいれるべく総会までに決定する予定です。 

 

(4) 協会創設40周年記念事業実行委員会について 齋藤氏 

 前回の理事会にて協会創設40周年記念事業を平成29年2月にテニス人の集いと同時に開催することを決定した。

それに基づき、実行委員会の開催を承認されてので、10月22日に第1回実行委員会を実施しました。 

また実行委員会のメンバーは常任理事全員と理事数名となっており現在6名の方の参加を受けつけました。今年

いっぱいメンバーを受け付け中なので、委員会への参加の意志がある方は年内中に齋藤理事長へ連絡をすること。



それを持って年内にメンバーを確定の上、1月に第2回実行委員会の開催を予定しております。 

第2回実行委員会では、記念事業の大まかな内容を決めていく予定です。 

 

(5) 平成27年度事業予定(案)およびカレンダー(案)について 齋藤氏 

 まず事業予定(案)についてです。こちらは来年の予定を月ごとにまとめております。また会議の日程を追加し

て来年の理事会の日程もすでに決めておりますので、ぜひ皆さんの予定もこちらに合わせて会議への出席をお願

いします。 

 次に平成27年度 藤沢市テニス協会カレンダー(案)についてです。こちらは先ほどの事業予定に基づき詳細に

募集時期方法、開催時期、対象、会場を明記しております。今年度と違っているところについて報告いたします。 

10.実業団個人戦テニストーナメント 

実業団個人戦は開催時期を2週間前倒しにしています。 

11/13/26/28.藤沢市民テニス教室短期体験 春/秋 

従来全10回で開催していたテニス教室を全8回に短縮して、その2回分の日程を使ってこれまでに受講したこと

のない方を対象とした体験教室を開催する。 

16/33.藤沢市民テニス教室 キッズ/ジュニアキャラバン 春/秋 

本年度よりはじめた、キッズジュニアキャラバンを年2回にして実施する。協会運営指針にあるキッズ・ジュ

ニアに力をいれていくとあり、それに基づいた事業であるので来年も継続していく。 開催場所も加盟団体と協

力して希望された加盟団体のコートにて実施をしていく。 

18.岩淵杯藤沢オープンテニストーナメント 

冒頭会長からも話があったように第1回藤沢テニスオープン JOP対象の大会を開催する。本大会では藤沢市

テニス協会および県に寄与された藤沢市テニス協会名誉会長の岩淵氏のお名前をお借りして岩淵杯として開催

する。 

22/39.藤沢市民テニス教室受講生大会 春/秋 

こちらも今年からはじめた事業で、協会運営指針にあるシニアに力を入れていることにそった事業ということ

で来年も継続をしていく。 

上記以外は本年度と同じで日付の変更のみとなります。 

36.チャンピオンリーグについて記載が第7回となっているが第8回に訂正します。 

この日程にそってテニスコートの優先確保を進めていきます。 

 

(6) その他  

 (1)藤沢スポーツ賞について 齋藤氏 

毎年1月にスポーツ人のつどいにて藤沢スポーツ賞が発表される。本賞は各種目団体で優秀な成績を収められ

た方に送られる。 テニスからは下記3名が対象となる。 

ラウダ 岩見 亮 全日本ベテランテニス選手権2014 50歳以上シングルス優勝 

湘南工大附/荏原SSC 高橋 悠介 インターハイ 男子S 優勝/全日本ジュニアテニス18歳以下男子S 優勝 

荏原SSC 徳田 廉大 全日本ジュニアテニス 18歳以下男子S 準優勝 

報告後、受賞者の岩見氏よりコメントをいただいた。 

 (2) 日本ビーチテニス活動報告 高橋氏 

  活動報告書の配布 

 

 (3) 暴力行為相談窓口 普及カードの配布について 齋藤氏 

テニス協会経由で体協が作成したスポーツ界から暴力行為撲滅を目的とし暴力行為相談窓口開設の案内とその



普及用のカードの配布を所属団体の全会員へ配布をよろしくお願いします。     

  

 

 (7) 閉会の辞 

 

青木副会長により、平成26年度第4回理事会が閉会された。 

以上 


